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特集 　　地域で愛され 140 年　旧南会津郡役所のあゆみ

　
　
　
　

地
域
で
愛
さ
れ
１
４
０
年

　
　
　
　
　
　
　
　

旧
南
会
津
郡
役
所
の
あ
ゆ
み

　旧南会津郡役所は、建設されてから今年で

１４０年を迎えました。

　この節目の年に、これまでのあゆみや関連

事業をご紹介します。

　

南
会
津
郡
は
、明
治
12
年（
１
８
７
９

年
）
に
会
津
郡
が
南
北
に
分
割
さ
れ
誕

生
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
現
在
の
南
会
津
町
役
場
本
庁

舎
に
所
在
し
た
、寛
政
２
年（
１
７
９
０

年
）
に
建
設
さ
れ
た
旧
南
山
御
蔵
入
領

の
代
官
所
が
郡
役
所
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
建
設
か
ら
約
90
年
が

経
過
し
、
老
朽
化
し
て
い
ま
し
た
。

　

二
代
郡
長
の
三
淵
隆
衡(

元
会
津
藩

士
）
に
よ
り
新
庁
舎
建
設
計
画
が
進
め

ら
れ
、
三
代
郡
長
の
畠
山
省
三
の
代
に

完
成
し
ま
し
た
。

　

三
淵
隆
衡
の
息
子
で
あ
る
忠
彦
は
初

代
最
高
裁
判
所
長
官
で
あ
り
、
孫
の
乾

太
郎
は
２
０
２
４
年
前
期
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の

連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
虎
に
翼
」
の
ヒ
ロ

イ
ン
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
女
性
裁
判
官

の
三
淵
嘉
子
さ
ん
の
再
婚
相
手
で
す
。

郡
の
誕
生
と
新
庁
舎
建
設
計
画

　

新
庁
舎
建
設
計
画
に
よ
る
と
、
新
庁

舎
の
総
工
費
は
約
７
，
４
７
０
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。（
表
１
）

　

こ
の
う
ち
、
県
か
ら
の
補
助
金
は

３
，
０
０
０
円
の
み
で
、
残
り
の

４
，
４
７
０
円
は
郡
民
か
ら
の
寄
附
で

ま
か
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
南
会
津
郡(

99
町
村
）
は

４
，
５
２
１
戸
だ
っ
た
た
め
、
現
在
の

価
格
に
換
算
す
る
と
、
一
戸
あ
た
り
平

均
約
２
０
，
０
０
０
円
の
負
担
と
な
り

ま
し
た
。

郡
民
に
支
え
ら
れ
た
建
設
と
落
成

科　目 金　額 現在の価値※ 備　考

本庁舎建設費 5,583円 1億1,166万円 約204坪
１坪当たり約55万円

表門等建設費    380円 　　      760万円

土蔵建設費    187円 　　  374万円

トイレ等建設費    161円 　　 322万円

落成式費用    600円 　  1,200万円

諸品購入費    324円  　　648万円

諸職慰労費    200円    　  400万円

石橋建設費      35円       　 70万円

計 7,470円 1億4,940万円

出典：室井康弘「旧南会津郡役所」『福島史学研究』1970年
※現在の価値について
　 『価格史年表』(週刊朝日編）によると、明治38年(1905年）の「あんぱん」１個
の値段は１銭となっています。
　 現在の「あんぱん」１個の値段を仮に200円とすると、１円は１銭の100倍とな
るので２万円となります。ここでは１円を２万円として算出しています。

表１　旧南会津郡役所総工費内訳

福島県指定重要文化財　明治期の擬洋風木造建築一部２階建内庭式 
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建
設
は
、明
治
18
年(

１
８
８
５
年
）

５
月
15
日
に
着
工
し
、
同
年
８
月
15
日

に
竣
工
し
て
い
ま
す
。
落
成
祝
賀
式
は

８
月
23
日
に
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
規
模
を
誇
る
建
物
が
わ
ず
か
３

か
月
で
完
成
し
た
こ
と
は
驚
き
で
す
。

　

こ
れ
は
、
明
治
政
府
の
威
厳
を
郡
民

に
示
す
た
め
に
工
期
を
短
く
し
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

洋
風
建
築
の
意
匠
と
技
術

当初の郡役所庁舎見取図

　

工
事
は
主
に
南
会
津
郡
の
業
者
が
担

い
ま
し
た
。
大
規
模
な
洋
風
の
木
造
建

築
は
棟
梁
達
に
と
っ
て
も
初
め
て
の
仕

事
で
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

材
木
は
田
島
周
辺
か
ら
集
め
ら
れ
、

土
台
の
石
材
は
本
町
、
永
田
か
ら
採
掘

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
外
の
資
材
は
東

京
か
ら
購
入
し
て
い
ま
す
。
二
階
の
屋

根
は
ト
タ
ン
葺
き
で
、
コ
ー
ル
タ
ー
ル

が
塗
ら
れ
ま
し
た
。

　

外
壁
は
白
壁
で
仕
上
げ
ら
れ
、
窓
は

自
在
式
で
カ
ー
テ
ン
が
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
玄
関
扉
や
二
階
テ
ラ
ス
扉
の
上
部

に
は
ス
テ
ン
ド
ガ
ラ
ス
が
は
め
込
ま

れ
、
現
在
で
も
当
時
の
ま
ま
の
姿
で
優

し
い
光
を
届
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

大
正
３
年(
１
９
１
４
年
）
に
大
規

模
な
補
修
が
行
わ
れ
、
二
階
の
建
物
の

郡
役
所
の
役
割
と
変
遷

祝賀行事のようす （昭和時代）

　旧南会津郡役所では、このたびの旧南会津郡役所開庁 140 周年を記
念して、さまざまな記念事業を企画しています。
　開催日時や内容、料金等の詳しい情報は今後、ポスターやチラシ、町
ホームページ等でもお知らせしますので、皆さまお誘い合わせのうえ、
ぜひご来館ください。

◆写真展 （町の歴史・暮らしの様子を記録した写真を展示）
　開催時期：７月上旬～
◆創作浄瑠璃  他  上演・楽器演奏会
　開  催  日：８月 10日（日）
　開催時間：未定
◆奥会津博物館文化財専門員による記念講演会
　開催時期：10月開催予定

（会場・問合せ）
　旧南会津郡役所
　　住所：南会津町田島字丸山甲 4681番地 1
　　電話：0241-62-3848

開庁 140 周年事業の開催について

壁
に
は
下
見
板
が
張
ら
れ
、
現
在
の
よ

う
な
外
観
に
な
り
ま
し
た
。
屋
根
は
ト

タ
ン
葺
き
か
ら
小
羽(

木
材
を
薄
く
割

っ
た
屋
根
材
）
葺
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
旧
南
会
津
郡
役
所
の
人
員
や

仕
事
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

明
治
39
年(

１
９
０
６
年
）
の
記
録

に
よ
る
と
、
郡
長
１
名
、
郡
書
記
７
名
、

郡
視
学(

郡
長
の
命
令
を
う
け
て
、
郡

内
小
学
校
の
学
事
視
察
・
教
育
指
導
・

教
員
の
任
免
・
学
事
に
関
す
る
庶
務
等

に
従
事
す
る
人
）
１
名
、
農
業
助
手
１

名
、用
務
員
等
２
名
の
12
名
体
制
で
す
。

保
存
と
文
化
財
と
し
て
の
現
在

　

仕
事
は
、
教
育
、
徴
兵
、
衛
生
管
理
、

土
木
、
農
業
指
導
等
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
ま
し
た
。
郡
に
は
課
税
自
主
権
が
な

く
独
自
予
算
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
仕
事
を
行
う

経
費
は
、
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
や
郡

内
町
村
の
拠
出
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

郡
制
は
、大
正
15
年(

１
９
２
６
年
）

に
廃
止
さ
れ
ま
す
。
以
後
、
南
会
津
郡

役
所
は
次
々
と
名
称
を
変
え
て
い
き
ま

す
。

　

同
年
８
月
か
ら
は
南
会
津
支
庁
、
昭

和
18
年(

１
９
４
３
年
）
か
ら
は
南
会

津
地
方
事
務
所
、昭
和
30
年（
１
９
５
５

年
）
か
ら
は
南
会
津
財
務
事
務
所
、
昭

和
33
年(

１
９
５
８
年
）
か
ら
は
福
島

県
南
会
津
事
務
所
、
昭
和
44
年

(

１
９
６
９
年
）
か
ら
は
、
田
島
地
方

行
政
連
絡
室
と
な
り
ま
し
た
。

　

福
島
県
は
、
昭
和
45
年(

１
９
７
０

年
）
に
機
構
改
革
を
実
施
し
、
出
先
機

関
を
一
か
所
に
ま
と
め
る
合
同
庁
舎
建

設
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
旧
南
会
津
郡
役
所
は

取
り
壊
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
保
存
を
熱
望
す
る
人
々
の
思
い
が

県
に
届
き
、
現
在
の
場
所
に
移
さ
れ
、

保
存
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
昭
和
46
年

(

１
９
７
１
年
）
に
福
島
県
指
定
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

建
物
の
活
用
と
し
て
、佐
藤
耕
四
郎
、

慧
親
子
が
奥
会
津
地
方
各
地
か
ら
収
集

し
た
民
具
が
展
示
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま

り
、
昭
和
47
年
（
１
９
７
２
年
）
５
月

に
奥
会
津
地
方
歴
史
民
俗
資
料
館
と

し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
旧
南
会
津
郡
役
所
と
し

て
一
般
に
公
開
し
て
い
ま
す
。
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